
第６００号 ２０２１年（令和３年）１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （６）

資金収支補正予算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで （単位 円）

　収　入　の　部

科 目 当初予算額 補正予算　増○減△ 補正後予算額

学生生徒等納付金収入 19,519,157,000 ○　　　120,918,000 19,640,075,000

手 数 料 収 入 1,176,713,000 0 1,176,713,000

寄 付 金 収 入 200,000,000 0 200,000,000

補 助 金 収 入 1,401,925,000 ○　　　656,078,000 2,058,003,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000

付随事業・収益事業収入 640,777,000 △　　　146,996,000 493,781,000

受 取 利息・配当金収入 73,566,000 0 73,566,000

雑 収 入 770,164,000 ○　　　 78,784,000 848,948,000

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 3,710,764,000 0 3,710,764,000

そ の 他 の 収 入 626,092,000 ○　　　 39,311,000 665,403,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △　4,185,215,000 △　　　224,462,000 △　4,409,677,000

当 年 度 収 入 合 計  24,133,943,000 ○　　　523,633,000 24,657,576,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,628,042,961 ○　　　　5,561,782 6,633,604,743

収 入 の 部 合 計 30,761,985,961 ○　　　529,194,782 31,291,180,743

　支　出　の　部

科 目 当初予算額 補正予算　増○減△ 補正後予算額

人 件 費 支 出 14,513,619,000 ○　　　 44,302,000 14,557,921,000

教 育 研 究 経 費 支 出 5,066,673,000 ○　　　812,609,000 5,879,282,000

管 理 経 費 支 出 1,364,689,000 △　　　 51,159,000 1,313,530,000

借 入 金 等 利 息 支 出 18,136,000 0 18,136,000

借 入 金 等 返 済 支 出 407,770,000 0 407,770,000

施 設 関 係 支 出 101,084,000 ○　　　　6,186,000 107,270,000

設 備 関 係 支 出 635,037,000 △　　　　4,573,000 630,464,000

資 産 運 用 支 出 1,350,020,000 0 1,350,020,000

そ の 他 の 支 出 1,513,559,000 ○　　　 51,443,000 1,565,002,000

［ 予 　 備 　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △　1,429,230,000 △　　　 84,086,000 △　1,513,316,000

当 年 度 支 出 合 計 23,691,357,000 ○　　　774,722,000 24,466,079,000

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,070,628,961 △　　　245,527,218 6,825,101,743

支 出 の 部 合 計 30,761,985,961 ○　　　529,194,782 31,291,180,743

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補

正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収

入
計
が
当
初
予
算
に
比
べ
７
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で
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計
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当
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べ
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収
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４
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３
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と
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組
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計

は
、
当
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予
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べ
５
０

５
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円
の
組
入
額
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当

初
予
算
比
２
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％
減
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で

△
17
億
８
８
０
万
円
と
な

り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
と
基
本
金
組
入
額

合
計
を
合
わ
せ
た
当
年
度
収

支
差
額
は
、
当
初
予
算
に
比

べ
８
２
７
９
万
円
の
支
出
超

過
額
の
増
（
当
初
予
算
比
４

・
93
％
増
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で
△
17
億
６
３
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円
と
な
っ
て
い
る
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前
年
度
繰
越
収
支
差
額
（
△

４
３
２
億
４
９
８
９
万
円
）

を
加
え
た
翌
年
度
繰
越
収
支

差
額
は
、
当
初
予
算
に
比
べ

３
７
５
５
万
円
の
支
出
超
過

額
の
減
（
当
初
予
算
比
０
・

08
％
減
）
で
△
４
５
０
億
１

３
４
３
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

２

事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
５
億
２
９
１

９
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比

１
・
72
％
増
）
で
３
１
２
億

９
１
１
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
５
億
２
３
６
３
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
２
・
17
％

増
）
で
２
４
６
億
５
７
５
７

万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
５

５
６
万
円
の
増
で
66
億
３
３

６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
７
億
７
４
７
２
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
３
・
27
％

増
）
で
２
４
４
億
６
６
０
７

万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当

初
予
算
に
比
べ
２
億
４
５
５

２
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比

３
・
47
％
減
）
で
68
億
２
５

１
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

１

資
金
収
支
補
正
予
算

｜
｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜
｜

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科 目 当初予算額 補正予算　増○減△ 補正後予算額

学生生徒等納付金 19,519,157,000 〇　　　 120,918,000 19,640,075,000

手 数 料  1,176,713,000 0 1,176,713,000

寄 付 金 180,000,000 0 180,000,000

経 常 費 等 補 助 金 1,401,925,000 ○　　　 656,078,000 2,058,003,000

付 随 事 業 収 入 640,777,000 △　　　 146,996,000 493,781,000

雑 収 入 770,164,000 ○ 　　　78,784,000 848,948,000

教 育 活 動 収 入 計 23,688,736,000 ○　　　 708,784,000 24,397,520,000

事
業
活
動

支
出
の
部

人 件 費 14,538,220,000 ○ 　　　21,467,000 14,559,687,000

教 育 研 究 経 費 7,548,326,000 ○　　　 859,914,000 8,408,240,000

管 理 経 費 1,592,269,000 △ 　　　44,434,000 1,547,835,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 23,678,815,000 ○　　　 836,947,000 24,515,762,000

教育活動収支差額 9,921,000 △　　　 128,163,000 △　　 118,242,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 73,566,000 0 73,566,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 73,566,000 0 73,566,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 18,136,000 0 18,136,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 18,136,000 0 18,136,000

教育活動外収支差額 55,430,000 0 55,430,000

経 常 収 支 差 額 65,351,000 △　　　 128,163,000 △　　　62,812,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

その他の特別収入 170,100,000 0 170,100,000

特 別 収 入 計 170,100,000 0 170,100,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 6,797,000 ○ 　　　 5,221,000 12,018,000

その他の特別支出 0 0 0

特 別 支 出 計 6,797,000 ○ 　　　 5,221,000 12,018,000

特 別 収 支 差 額 163,303,000 △ 　　　 5,221,000 158,082,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000

基本金組入前当年度収支差額 78,654,000 △　　　 133,384,000 △　　　54,730,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △　 1,759,395,000 ○ 　　　50,591,000 △　 1,708,804,000

当 年 度 収 支 差 額 △　 1,680,741,000 △ 　　　82,793,000 △　 1,763,534,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △　43,370,250,000 ○　　　 120,351,000 △　43,249,899,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △　45,050,991,000 ○ 　　　37,558,000 △　45,013,433,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 23,932,402,000 ○　　　 708,784,000 24,641,186,000

事 業 活 動 支 出 計 23,853,748,000 ○　　　 842,168,000 24,695,916,000

事業活動収支補正予算書

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで （単位 円）

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　 ２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、
　　　　　「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

学校法人専修大学 令和２年度補正予算 　学校法人専修大学の令和２年度補正予算は、12月16日開催の

理事会・評議員会の議決を経て別表のとおり決定した。

ア
ド
ニ
ス
94
号
刊
行

No. 94
2021. 01

専修大学校友会誌 アドニス

新春号

新春特別座談会2021

今、このときだからこそ、
本部・支部役員と
支部について考える

専大「知」探訪 第9回

植田敦紀
商学部教授

令和2年度 
年会費納入者一覧

（第4弾）

われら専修人

阿武松健二 
阿武松部屋親方（元幕内 大道関）

阿久津智紀
株式会社TOUCH TO GO
代表取締役社長

阿武松健二さん
（平17・経営）
阿武松部屋親方

祝!
箱根駅伝

出場

　
１
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌
「
ア
ド
ニ
ス
」
94
号
で

は
、
校
友
会
本
部
・
支
部
の

役
員
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
で
の

座
談
会
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
校
友
会
活
動
に
つ
い

て
、
現
状
と
展
望
を
語
っ

た
。
ま
た
、
支
部
応
援
企
画

と
し
て
、
４
支
部
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い

る
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
、

元
幕
内
力
士
・
大
道
関
、
現

在
は
阿お

う

の

ま

つ

武
松
部
屋
の
親
方
と

し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
る

阿
武
松
健
二
さ
ん
（
平
17
経

営
）
と
、
無
人
決
済
シ
ス
テ

ム
を
実
店
舗
で
日
本
初
稼
働

さ
せ
た
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
　
Ｔ

Ｏ
　
Ｇ
Ｏ
・
代
表
取
締
役
社

長
の
阿
久
津
智
紀
さ
ん
（
平

16
法
）
を
紹
介
。

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

　本学が進めている事業のうち、下記のＡ～Ｈの８項目を募金目的の柱としていま
す。また、それぞれの募金目的について、具体的に使途を明示しております。これに
より皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実させたいと思われ
るものを具体的に指定し、支援することができる仕組みとなってお
ります。皆様のご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧ください。

募金目的
A 国際交流の推進支援
01 海外留学支援募金
02 外国人留学生支援募金
03 日本・ラオスプロジェクト事業募金
B 学生スポーツ活動の振興
04 学生スポーツ活動支援募金
046 箱根駅伝出場応援募金
C 学生への経済的支援
05 経済支援奨学生募金
06 学術奨励奨学生等支援募金
07 古本募金

D キャリアデザインプログラム充実支援
08 キャリアデザインプログラム充実支援募金
E 学生のボランティア活動支援
09 学生ボランティア活動支援募金
F 多目的ホール・シート募金及びチェア募金
10 多目的ホール・シート募金
11 チェア募金
G 教員の研究活動支援
12 奨学寄付
H その他
13 その他使途を特定しない支援

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

　
専
修
大
学
附
属
高
校
（
東

京
都
杉
並
区
、
根
本
欣
哉
校

長
）
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
が
、
東
京
総
合
体
育

大
会
の
代
替
大
会
で
優
勝

写
真

。
東
京
都
代
表
と
し

て
第
73
回
全
国
高
等
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
に

39
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
。
全

国
大
会
は
初
戦
で
開
志
国
際

高
校
（
新
潟
県
代
表
）
に
敗

れ
た
。

　
専
修
大
学
北
上
高
校
（
岩

手
県
北
上
市
、
阿
部
伸
校

長
）
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

が
、
第
29
回
全
日
本
高
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東

北
地
域
大
会
で
準
優
勝

写

真

。
東
北
第
２
代
表
と
し

て
５
年
連
続
５
回
目
と
な
る

全
国
の
切
符
を
勝
ち
取
っ

た
。
全
日
本
高
校
女
子
選
手

権
は
、
初
戦
で
関
西
第
２
代

表
の
日
ノ
本
学
園
高
校
（
兵

庫
県
）
に
敗
れ
た
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座　
専
門
家
の
指
導
で
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
方
法
を
修
得

す
る
。
※
本
学
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
の
活
動
レ
ベ

ル
」
に
基
づ
き
運
用
す
る

▽
日
時

３
月
10
日
（
水
）

〜
12
日
（
金
）
※
３
日
間
の

受
講
が
必
須

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
、
池
袋
防
災
館

▽
受
講
料

無
料

▽
定
員

20
人
（
選
考
に
よ

り
決
定
）

▽
申
し
込
み

kgakusei@

acc.senshu-u.ac.jp
※
２
月
４
日（
木
）締
め
切
り

　
社
会
科
学
研
究
所
主
催
の

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本

学
術
会
議
任
命
拒
否
問
題
を

め
ぐ
っ
て
」が
11
月
28
日
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

今
村
法
律
研
究
室
、
人
文
科

学
研
究
所
、
法
学
研
究
所
、

自
然
科
学
研
究
所
の
共
催
。

　
白
藤
博
行
法
学
部
教
授
が

司
会
を
務
め
、
晴
山
一
穂
名

誉
教
授
（
行
政
法
）、
広
渡

清
吾
元
法
学
部
教
授
（
ド
イ

ツ
法
）
の
ほ
か
、
今
回
任
命

さ
れ
な
か
っ
た
２
教
授
を
含

め
計
６
人
の
研
究
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
や
経
験
な

ど
か
ら
意
見
を
交
わ
し
た

写
真
。

　
晴
山
名
誉
教
授
は
手
続
き

面
か
ら
考
察
し
、「
公
務
員
の

任
命
は
法
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
、
任
命
権
者
が
介
入
す
る

余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と

指
摘
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
憲
法
上

の
論
点
、
学
問
の
自
由
な
ど

を
テ
ー
マ
に
語
っ
た
。

　
約
６
０
０
人
が
聴
講
。「
学

術
会
議
が
国
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対

全国大会に出場
６
氏
が
意
見
交
わ
す

社
会
科
学
研
公
開
シ
ン
ポ

し
広
渡
元
教
授
は
「
科
学
者

が
答
え
を
出
せ
な
い
問
題
は

あ
る
。
そ
の
時
に
は
市
民
が

一
緒
に
問
題
に
取
り
組
み
、

市
民
も
科
学
者
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
科
学
者
は

市
民
と
と
も
に
社
会
を
作
る

と
い
う
こ
と
を
発
信
し
、
市

民
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
述
べ
た
。

専大北上高・女子サッカー部

専大附属高・男子バスケ部




